
名

称

構

造

及

び

形

式

関
係
告
示

所

在

地

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
玄
関
・
広

間
棟

木
造
平
屋
建
、
鉄
瓦
葺
、
建
築
面
積
一

六
三
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
仏
間
・
客

間
棟

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
八
七

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
茶
室
棟

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
三
〇

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
浴
室
棟

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
四
七

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
田
舎
家
棟

木
造
平
屋
建
、
茅
葺
、
建
築
面
積
二
四

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
台
所
棟

木
造
平
屋
一
部
二
階
建
、
瓦
葺
、
建
築

面
積
一
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

、

、

遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
つ
い
て
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
た
船
舶
の
船
長
（
浮
き
は
え
縄
を
使
用
す
る
者
に
限
る
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
、
同
表

の
相
当
下
欄
に
掲
げ
る
期
限
ま
で
に
、
農
林
水
産
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報

告

す

べ

き

事

項

期

限

１

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
海
岸
線
と
東
経
百
四
十
一
度
の
線
と
の
交
点
か

ら
南
緯
五
十
五
度
東
経
百
四
十
一
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
五
十
五
度

東
経
百
四
十
一
度
の
点
か
ら
南
緯
五
十
五
度
東
経
百
五
十
度
の
点
に
至
る

直
線
、
南
緯
五
十
五
度
東
経
百
五
十
度
の
点
か
ら
南
緯
六
十
度
東
経
百
五

十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
六
十
度
東
経
百
五
十
度
の
点
か
ら
南
緯
六

十
度
西
経
百
三
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
六
十
度
西
経
百
三
十
度
の

点
か
ら
南
緯
四
度
西
経
百
三
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
南
緯
四
度
西
経
百

三
十
度
の
点
か
ら
南
緯
四
度
西
経
百
五
十
度
の
点
に
至
る
直
線
、
及
び
南

緯
四
度
以
北
の
西
経
百
五
十
度
の
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
（
以
下

「
中
西
部
太
平
洋
」
と
い
う
。）の
海
域
へ
の
入
域
年
月
日
及
び
入
域
位
置

並
び
に
中
西
部
太
平
洋
の
海
域
に
入
域
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
漁
獲
数
量

（
め
ば
ち
、
き
は
だ
又
は
め
か
じ
き
と
そ
の
他
の
魚
種
に
区
分
し
た
漁
獲

数
量
と
す
る
。）

入
域
し
た
日
か
ら
三
日
以
内

２

中
西
部
太
平
洋
の
海
域
か
ら
の
出
域
年
月
日
及
び
出
域
位
置
並
び
に
中

西
部
太
平
洋
の
海
域
か
ら
出
域
し
た
日
の
属
す
る
旬
の
３
か
ら
５
ま
で
に

規
定
す
る
海
域
の
区
分
に
よ
る
漁
獲
数
量

出
域
し
た
日
か
ら
三
日
以
内

３

中
西
部
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
め
ば
ち
の
旬
別
の
漁
獲
数
量
（
２
に

よ
り
報
告
す
べ
き
も
の
を
除
く
。
以
下
４
及
び
５
に
お
い
て
同
じ
。）

当
該
旬
の
末
日
か
ら
三
日
以
内

４

中
西
部
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
き
は
だ
の
旬
別
の
漁
獲
数
量

５

南
緯
二
十
度
の
線
以
南
の
中
西
部
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
め
か
じ
き

の
旬
別
の
漁
獲
数
量

６

３
か
ら
５
ま
で
に
規
定
す
る
該
当
旬
末
日
の
正
午
位
置

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
茶
室

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
一
六

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

晩
松
園
（
旧
川
上
貞

奴
別
荘
）
表
門

木
造
、
鉄
板
葺
、
間
口
四
・
六
メ
ー
ト

ル
、
袖
壁
付

平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
告
示
第
五

十
六
号

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

宝
積
寺
町
三
e

八
二
e

二

平成™™年�月™Ÿ日 水曜日 第œš�š号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
に
ト
ビ
リ
シ
で
、
太
陽
光

を
活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
た
め
の

贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
グ
ル
ジ
ア
政

府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
に
効

力
を
生
じ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

太
陽
光
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
八
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

蒲
原
正
義
在
グ
ル
ジ
ア
大
使

グ
ル
ジ
ア
側

グ
リ
ゴ
ル
・
ヴ
ァ
シ
ャ
ッ
ゼ
外
務
大
臣

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
五
十
五
号

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日
に
タ
シ
ケ
ン
ト
で
、
人
材

育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書

簡
の
交
換
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
億
三
千
三
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

平
岡
邁
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大

使

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
側

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
ア
リ
ポ
フ
副
首

相

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
八
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
八

月
一
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
九
号

平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
百
七
十
五
号
で
指
定
し
た
外
国
の
大
学
院
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外

国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
に
つ
い
て
、
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

一

廃
止
さ
れ
た
外
国
の
大
学
院
の
課
程
を
有
す
る
教
育
施
設

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
日
本
校

二

廃
止
の
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
五
十
八
号

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
つ
き
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二

年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

œ
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